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特別支援学級（すみれ２）国語科学習指導案 

学 級  すみれ２組  ５年男２名 女１名 

６年男１名     計４名 

授業者  平澤 敦 

 

１ 単元名    筆者の説明のしかたの工夫について考えをまとめよう 

         筆者の考えをとらえ，自分の考えを発表しよう 

 

２ 教材名    教材名 「天気を予想する」（光村５年） 

教材名 「生き物はつながりの中に」（光村６年） 

 

３ 単元について 

（１）児童について 

本学習グループは，知的障がい，自閉症・情緒障がいの児童が在籍している。知的発達障がいの５年女

児１名，５年男児１名，アスペルガー症候群の５年男児１名，発達障がい（言語のおくれ）の６年男児１

名の計４名で学習している。 

音読は，漢字にルビをふり，繰り返して練習することで，上達することができる。明瞭な発音で読むこ

とが難しい児童が多く，はっきりと口を開けて読むことを意識して練習を繰り返している。語彙を増やし

たり，言葉の使い方を向上させたりするために，ことばの習熟にも継続して取り組んでいる。文章の読み

取りについては，文章を短く区切って，書いてあることを読み取ったり，聞かれていることがどこに書い

てあるか線を引いて，答えを見つけたりしながら，文章を読むことに慣れるようにしている。物語文の学

習には比較的興味を持って学習に取り組むが，抽象的な言葉が多い説明文の学習は苦手としている児童が

多い。視写や漢字の学習には，根気強く取り組む姿が見られる。 

国語科の学習の様子は以下のとおりである。 

 国語の学習の様子 

A 

男 

（知） 

５年 

・発音が不明瞭である。 

・５年の教科書を音読することができるが，始めは，言葉のまとまりで区切って音読する

ことが難しい。また内容をとらえることは難しく，何か発言してみて外れたら別のこと

を言ってみるというような答え方をする。 

・学習した漢字を８割程度書くことができる。 

・板書をノートに書き写すことができる。 

B 

女 

（知） 

５年 

・５年の教科書を音読することができるが，内容の理解は難しい。 

・板書を間違えずにノートに書き写すことができる。 

・発言することは少ない。 

・学習した漢字を８割程度書くことができる。 

Ｃ 

男 

（自・情） 

５年 

・５年の教科書を音読することができるが，内容をとらえることは難しい。 

・板書を間違えずにノートに書き写すことができる。 

・言語的な知識を蓄えることや自分の考えを言葉で表現することは苦手である。 

・急いで字を雑に書いてしまうことが多い。漢字は，間違えたまま練習を繰り返すことが

ある。 

・聞き間違い，聞き逃しが多い。 

Ｄ 

男 

（自・情） 

６年 

・６年生の国語の教科書の内容を中心にして学習している。 

・音読は，漢字にルビをふって行っている。言葉のまとまりで読むことは難しい。練習を

すると正しく読むことができるが，不明瞭な発音が多く，文末や助詞をあいまいな発音

のまま読むことがある。 
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・漢字の書き取りには熱心に取り組み，形を整えて書くことができる。 

・板書や教科書の視写などは，素早く書き写すことができる。 

・教師の発問内容を理解できず，教科書から目に付いた言葉を話すことが多い。 

 

（２）教材について 

   ５年生の教材文「天気を予想する」は，最初に文章全体を覆う大きな問いがあるのではなく，小さな問い

があって答えがある，すると次の問いが生まれるということを３回繰り返す構成になっている。したがって，

少々長い文章ではあるが，既習事項を使って段落相互の関係を捉えることができると思われる。また，表や

グラフなどを用いながら事実を説明している部分，筆者の考えを述べている部分などが捉えやすい。それら

の関係を捉え，全体として筆者が読者に何を望んでいるのかを読むことが要旨を捉えることになる。児童に

とって身近でありながら，その仕組みはよく知られていない天気予報を題材としている。天気を予想する方

法を知ることで，科学技術の進歩が生活にもたらすよさを理解することができる。後半，科学技術の進歩に

よっても予測しづらい現象があることが明かされる。身の回りの自然と人間の関わりをもう一度確かめるこ

とのできる教材である。 

   ６年生の教材文「生き物はつながりの中に」は，「話題提示」→「三つの事例」→「まとめ・筆者の考え」

という尾括型の文章になっており，児童にとってわかりやすい文章構成である。冒頭の段落でロボットと本

物の犬について「その違いを考えながら，生き物の特徴を探ってみましょう」と具体的に話題を提示し，呼

吸や食事，成長，生命のつながりなど三つの例を挙げて「生き物の特徴」を説明し，それらを一旦，「つな

がり」というキーワードでまとめている。そして，最後の段落で改めて自分の主張を丁寧にまとめ，読者に

訴えかけている。筆者の主張については，児童が自分の知識や経験と関連づけて共感したり疑問を持ったり

することができ，自分の考えを広げたり深めたりすることに適している。 

  

（３）指導にあたって 

   本学習グループは，５・６年の児童で学習を行っている。それぞれの学年の教科書の内容を中心に，複式

の形態で学習を進めている。５年生の３人は，国語の学力は同程度であることから同内容を一緒に学習して

いる。 

５年生の一次では，天気や天気予報について，自分が知っていることを話し合う活動を行ったり，写真や

映像を見せたりしながら，学習に興味を持てるようにしたい。音読は，漢字にルビをふり，自分で音読でき

るようにしたい。教材をしっかりと読みこなした上で学習に入れるように，音読を事前の家庭学習に取り入

れたい。二次の筆者の設定した三つの問いと答えを見つける学習では，学習の進め方をパターン化したり，

個の実態に応じたワークシートを作成して活用したりすることで，文章の構造や筆者のいいたいことをまと

められるようにしたい。筆者が伝えたいことを補強する役割を果たすのが，グラフや表である。示し方によ

って印象が変わることや，伝えたいことが十分伝わらないことがあることを確認したい。言葉の意味理解が

難しいと思われるので，映像や写真などを活用し，具体的にイメージを持たせながら理解を深められるよう

配慮していきたい。三次では，新聞や本などの身近なものから，図・表・グラフ・写真が使われた文章をさがし，そ

れらの資料の意図や効果について考えていきたい。 

   ６年生の一次では，日頃の食事のことを取り上げ，どんなものを食べているか考えたり，児童が自宅で飼

っている猫のことを話題にしたりしながら，本文に興味を持てるようにしたい。二次では，キーワードに着

目したり，学習の進め方をパターン化したり，個の実態に応じたワークシートを作成して活用したりするこ

とで，三つの生き物の特徴をとらえられるようにしたい。三次では，筆者の主張をまとめ，自分の考えを書

く活動に取り組む。自分の考えを書くことに対して苦手意識をもっているところもあるので，文型や書き出
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しの言葉，文末の言葉を与えるなどの支援をしていきたい。自分の考えをまとめたら，５年生を相手に発表

する機会を設け，大きな声ではっきりと，自分の考えを伝えられるようにしたい。 

    

４ 単元の目標 

 ５年生 

○図表・グラフ・写真を用いた説明文に関心をもち，興味をもって読もうとしている。（関心・意欲・態度） 

○筆者が事例，理由や根拠として挙げている事実を読み取ることができる。（読むこと） 

 ○筆者が伝えたいことを考えながら読むことができる。（読むこと） 

 ○文にはいろいろな構成があることに気づくことができる。（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 ６年生 

 ○筆者の問いかけに関心をもって文章を読み，それに対する自分の考えをもとうとする。（関心・意欲・態度） 

 ○文章の構成や表現に注意して，自分の考えをもちながら筆者の考えを読み取ることができる。（読むこと） 

 ○文にはいろいろな構成があることに気づくことができる。（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 

５ 指導計画 

５年生全７時間 ※通常学級では６時間   

次 時 学習活動 指導の手立て ☆評価 

つ
か
む 

（
第
一
次
） 

１ ・学習計画を立てて学習の見通しをもち，興

味を持ったことや初めて知ったことにつ

いて感想を書く。 

 

・天気や天気予報について，自分の経験を話し合い，

興味をもって文章を読めるようにする。  

・問いの文が多数あることに目を向ける。 

☆「天気を予想する」を読み，感想を持とうとして

いる。        （発言・ワークシート） 

わ
か
る 

（
第
二
次
） 

２ ・一つ目の問いについて，事実と筆者の考え

を整理しながら，答えをまとめる。 

・「問い」の文と「答え」の文の見つけ方を確認する。 

・図表や写真があることの意味を考える。 

☆一つ目の問いについて答えをまとめることができ

ている。         （ワークシート） 

３
（
本
時
） 

・二つ目の問いについて，事実と筆者の考え

を整理しながら，答えをまとめる。 

・映像や写真などを活用し，具体的にイメージを持

たせながら理解を深められるようにする。 

☆二つ目の問いについて答えをまとめることができ

ている。         （ワークシート） 

４ ・三つ目の問いについて，事実と筆者の考え

を整理しながら，答えをまとめる。 

 

・写真を使っている意味を考える。 

☆三つ目の問いについて答えをまとめることができ

ている。         （ワークシート） 

５ ・筆者が図表・グラフ・写真を使う意図やそ

れらが読者に与える効果について考える。 

・数値の効果について考える。 

・図表・グラフ・写真がなかったら，読み手はどう

感じるのかを考える。 

☆表・写真・図・グラフや数値の使い方について，

筆者の意図やその効果に気づいている。 

（発言・ワークシート） 

６ ・筆者が伝えたかったことをまとめる。 

 

・筆者の考えが書かれている段落に目を向ける。 

☆筆者が伝えたいことをまとめている。 

（ワークシート） 
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６年生全６時間 ※通常学級では５時間 

 
 
 
 
 

活
か
す 

（
第
三
次
） 

７ ・新聞や本などから，図表・グラフ・写真が使わ

れた文章を探し，それらの資料の意図や効

果についてまとめる。 

・身近な文章にも，読み手が分かりやすいように様々

な資料が使われていることに目を向ける。 

☆図表・グラフ・写真を使った説明の効果に気づき， 

 まとめている。    （発言・ワークシート） 

次 時 学習活動 指導の手立て ☆評価 

つ
か
む 

（
第
一
次
） 

１ ・学習計画を立てて学習の見通しをもち，本

文を読んで興味を持ったことや初めて知

ったことについて感想を書く。 

・日頃の食事のことを取り上げ，どんなものを食べ

ているか考えたり，児童が自宅で飼っている猫の

ことを話題にしたりしながら，本文に興味を持て

るようにする。 

☆「生き物はつながりの中に」を読み，感想を持と

うとしている。    （発言・ワークシート） 

わ
か
る 

（
第
二
次
） 

２ ・文章全体をはじめ・中・終わりの三つに分

け，どんな問題が提起されているのかを読

み取る。 

・はじめ・中・終わりでどんなことが書かれている 

のか確認する。 

☆文章全体をはじめ・中・終わりの三つに分けてい 

る。            （ワークシート） 

☆どんな問題が提起されているのかを読み取って 

いる。           （ワークシート） 

３ 

 

・一つ目の生き物の特徴について，読み取る。 

 

・「生き物の特徴」という言葉に着目し，生き物の特 

徴がまとめてある一文を探す。 

☆一つ目の生き物の特徴についてまとめている。  

（ワークシート） 

４
（
本
時
） 

・二つ目・三つ目の生き物の特徴について，

読み取る。 

・「生き物の特徴」という言葉に着目し，生き物の特 

徴がまとめてある一文を探す。 

・対比の効果について確認する。 

☆二つ目・三つ目の生き物の特徴についてまとめて

いる。           （ワークシート） 

５ ・筆者の主張を読み取り，まとめる。 

・筆者が自分の考えを伝えるために，どんな

工夫をしているか考える。 

・「あなた」という表現や呼びかけの表現をしている

ことに目を向ける。 

☆筆者が伝えたいことを読み取り，まとめている。 

（ワークシート） 

活
か
す
（
第
三
次
） 

６ ・筆者の考えに対する自分の考えをまとめる。 

 

・筆者の主張に対する感想をもとに，自分の考えを

まとめ，文章を書くようにする。 

☆筆者の考えに対する自分の考えをもっている。  

（発言・ワークシート） 
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６ 本時の指導 
５年（３／７時間） ６年（４／６時間） 

（１）目標 （別紙） 

 

（２）展開（別紙） 
 
（３）板書計画 
   ５年 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

天
気
を
予
想
す
る 

  

課
題 

  
 

二
つ
目
の
問
い
を
見
つ
け
て
、
答
え
と
理
由
を
ま
と
め
よ
う
。 

  
 

サ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 
問
い
・
・
・
赤 

 
 

答
え
・
・
・
青 

  

問
い
の
文 

      

答
え
の
文 

    

な
ぜ
む
ず
か
し
い
の
？ 

 

天
気
の
予
想
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
要
因
（
理
由
） 

   
 
 

短
い
時
間
に
急
速
に
発
達
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す
も
の
も
多

く
、
正
確
に
予
想
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
か
ら
。 

   
 
 

広
い
は
ん
い
の
風
や
雲
の
動
き
は
分
か
っ
て
も
、
せ
ま
い
は
ん
い

で
は
予
想
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
か
ら
。 

  

で
は
、
さ
ら
に
科
学
技
術
が
進
歩
し
、
国
際
的
な
協
力
が
進
め
ば
、

天
気
予
報
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
的
中
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

 

そ
れ
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
と
い
う
の
が
、
現
在
の
わ
た
し
の
考

え
で
す
。 

 

①
突
発
的
な
天
気
の
変
化 

 

②
局
地
的
な
天
気
の
変
化 

 

グ
ラ
フ 

写
真 

 
 
 

生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に 

  

課
題 

  
 

生
き
物
の
特
ち
ょ
う
を
読
み
取
ろ
う
。 

  

生
き
物
の
特
ち
ょ
う
①
（
形
式
段
落
②
・
③
） 

 
 
 

生
き
物 

食
べ
た
物
が
自
分
の
一
部
に
な
る
。 

 
 
 

ロ
ボ
ッ
ト 

電
池
が
一
部
に
な
る
こ
と
は
な
い
。 

     

生
き
物
の
特
ち
ょ
う
②
（
形
式
段
落
④
） 

 
 
 

生
き
物 

身
長
・
体
重
・
考
え
る
こ
と
が
変
わ
る
。 

 
 
 

ロ
ボ
ッ
ト 

変
化
や
成
長
は
し
な
い
。 

     

生
き
物
の
特
ち
ょ
う
③
（
形
式
段
落
⑤
） 

 
 
 

生
き
物 

生
き
物
か
ら
生
ま
れ
、
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

ロ
ボ
ッ
ト 

だ
れ
か
が
組
み
立
て
た
物
。
子
孫
は
残
せ
な
い
。 

     
 

ロ
ボ
ッ
ト
と
本
物
の
犬
（
生
き
物
）
を
比
べ
る
こ
と
で
生
き
物
の 

特
ち
ょ
う
が
は
っ
き
り
す
る
。
←
対
比 

 

外
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
が
自
分
の
一
部
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
つ

な
が
り
方
で
外
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

過
去
や
未
来
の
生
き
物
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

変
化
・
成
長
し
な
が
ら
、
一
つ
の
個
体
と
し
て
時
間
を
こ
え
て
つ
な

が
っ
て
い
る
。 
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（４）座席表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 黒 板 

６年 Ｄ児 ５年 Ａ児 ５年 Ｂ児 ５年 Ｃ児 
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６ 本時の展開 ５年（３／７時間） ６年（４／６時間） 

（１）目標 ５年 二つ目の問いについて，事実と筆者の考えを整理しながら，答えとその理由をまとめることができる。 

      ６年 二つ目・三つ目の生き物の特徴について読み取り，まとめることができる。 

（２）展開 

 

 

段

階 

○指導上の留意点（５年） 

＊個別の支援と【評価】 

学習活動（５年） 

◆予想される児童の反応 

形

態 

形

態 

学習活動（６年） 

◆予想される児童の反応 

○指導上の留意点（６年） 

＊個別の支援と【評価】 

段

階 

つ

か

む 

７

分 

○メニューカードを提示し，本時の学習の見通しを

もたせる。 

○前時まで学習してきた掲示物をもとに，これまで

の学習を振り返る。 

＊「問い」と「答え」を探しながら，ていねいに音

読するように声がけする。丸読みする。 

１ 本時の学習の進め方を知る。 

２ 前時の学習を振り返る。 

 

３ 本時の課題を確認する。 

 

 

４ ４～６段落を音読する。 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習の進め方を知る。 

 

２ 前時までに学習した内容を振り返るプリントや漢字練習に取

り組む。 

 

 

 

○メニューカードを提示し，本時の学習の見通しを

もたせる。 

＊様子を見て，机間巡視を行うとともに，取り組み

状況を確認し，必要な声がけを行う。 

つ

か

む 

７

分 

深

め

る 

 

 

33

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習と同様に，「問い」の文には赤サイド

ラインを，「答え」の文には青サイドラインを引

き，区別できるようにする。 

○理由の文にも青ラインを引く。要因が理由である

ことを確認し，混乱しないようにする。 

＊文章だけではなく，グラフや写真もしっかりと見

るように声がけする。 

＊様子を見て，机間巡視を行うとともに，取り組み

状況を確認し，必要な声がけを行う。 

 

 

＊言葉の意味を理解するのが難しいと思われる場

合は，自分の体験から考えさせたり，写真や映像

等を活用したりし，イメージをもちやすくする。 

 

５ ワークシートを使い，段落の読み取りをする。 

（１）４段落から，「問いの文」と「答えの文」を見つける。 

◆「～でしょうか。」の言い方を探すんだ。 

 ◆問いの文は赤ライン，答えの文は青ラインを引くんだな。 

（２）５段落から，一つ目の「答えの理由」を見つける。 

 ◆「一つに」という言葉がヒントだ。 

 ◆突発的な天気の変化とは，どういうことだろう。 

（３）６段落から，二つ目の「答えの理由」を見つける。 

 ◆「もう一つの」という言葉がヒントだ。 

 ◆局地的な天気の変化とは，どういうことだろう。 

（４）読み取ったことを確認する。 

 ◆問いと答えの文を見つけられた。 

 ◆グラフや写真があると分かりやすい。 

 ◆突発的な天気の変化や局地的な天気の変化が理由なんだ。 

 

 

６ 「問い」と「答え」の関係に気をつけて，音読する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

 

 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

 

 

 

 

 

 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

 

３ 前時の学習を振り返る。 

 

４ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

５ ４～５段落を音読する。 

 

 

６ ワークシートを使い，段落の読み取りをする。 

（１）４段落から，ロボットの犬と本物の犬の違いを見つけ，「二

つ目の生き物の特ちょう」をまとめる。 

 ◆ロボットとちがうところを見つけるんだな。 

 ◆この段落にも「・・も生き物の特ちょうです。」と書いてある。 

（２）５段落から，ロボットの犬と本物の犬の違いを見つけ「三つ

目の生き物の特ちょう」をまとめる。 

（３）読み取ったことを確認する。 

 ◆生き物は変化・成長するんだ。 

◆ロボットは変化・成長しない。 

 ◆生き物は過去や未来の生き物たちとつながっているんだ。 

 ◆ロボットは，子孫を残せない。 

 （４）対比の効果について考える。 

 ◆ロボットの犬と比べると，本物の犬（生き物）の特徴がはっき

りする。 

○前時まで学習してきた掲示物をもとに，これまで

の学習を振り返る。 

○本物の犬とロボットを比べて，その違いを考えな

がら，生き物の特徴を明らかにすることを確認す

る。 

 

 

＊慌てないで，はっきりと読むように声がけする。 

 

 

○前時の学習と同じように，本物の犬とロボットの

違いを見つけることを確認する。 

○「生き物の特徴」というキーワードを手がかりに

して，まとめるよう確認する。 

＊様子を見て，机間巡視を行うとともに，取り組み

状況を確認し，必要な声がけを行う。 

＊板書は，対比の関係をつかみやすくするために色

分けする。 

 

 

 

 

深

め

る 

33

分 

振

り

返

る 

５

分 

○「わかったこと，難しかったこと」「友達から学 

んだこと」「今後の学習に生かしたいこと」など 

を振り返る。 

 

７ 学習を振り返り，まとめる。 

◆天気予報を１００％的中させることが難しい理由が分かっ 

た。 

 ◆グラフや写真があると文に書いてあることが分かりやすい。 

８ 次時の学習の見通しをもつ。 

 ◆次の時間は，三つ目の問いだ。 

■ 

■ 

■ 

■ 

■

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■

■ 

■ 

７ 学習を振り返り，まとめる。 

◆キーワードを手がかりに生き物の特徴を見つけることができ 

た。 

 ◆対比することで，生き物の特徴がはっきりと伝わることが分か 

った。 

８ 次時の学習の見通しをもつ。 

 ◆次の時間は，筆者の主張をまとめるんだ。 

○「わかったこと，難しかったこと」「今後の学習 

に生かしたいこと」などを振り返る。 

振

り

返

る 

５

分 

【評価】二つ目の問いと答えを見つけ，サイド

ラインを引くことができたか。また，その理由

を，文章とグラフや写真などを対応させながら

読み取り，ワークシートにまとめることができ

たか。 
【評価】二つ目・三つ目の生き物の特徴について，

ロボットの違いを見つけたり,キーワードを手

がかりにしたりして，まとめることができたか。 

二つ目・三つ目の生き物の特ちょうを見つけ、まとめよう。 

二つ目の問いを見つけ、答えと理由をまとめよう。 
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